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高等学校第３学年 数学科 学習指導案 

期 日 平成 27年 11月９日（月）第５校時 

                        場 所 熊本県立南関高等学校 ラーニングルーム 

指導者 教諭 白石 宏一          

１ 単元名 

  数学Ｂ 第１章「平面上のベクトル」 第２節「ベクトルと平面図形」 10．位置ベクトル 

  ＜最新数学Ｂ(数研出版)＞ 

 

２ 単元について 

(1) 単元観 

 数学史をひもといてみると，１７世紀にデカルトが座標の考え方を導入し,いわゆる解析幾何学を創始

した。しかし,解析幾何学の基本的な部分（線形性の関わる部分）が,ベクトルの言葉を用いてきれいに

整理できることがはっきり認識されたのは,１９世紀半ばである。ハミルトンやケーリー,ペアノを経て

１９２０年代に現代風のベクトル空間の概念が確立し急速に数学者の間に浸透した。微分積分学の歴史

に比べて,線形代数学の歴史は意外に浅いものである。高校数学において,ベクトルを初めて学ぶときに

風力や力など,向きと大きさをもつ量を有向線分で表すことまでは容易に理解できるが,「何となくわか

りづらい」と感じる生徒は多い。その先のベクトルの相等やベクトルの加法,ベクトルの内積などがやや

抽象的で「日常感覚に結びつかない」ことがベクトルを難しく感じさせてしまう主な原因のようである。 

ベクトルの概念は,数学だけでなく,力学の応用や光学の応用など現代科学における重要な概念の１

つである。大きさと向きをまとめて１つの量として取り扱えること。演算規則が簡単な規則に則ってい

ることを習得,理解して基本的な図形の性質や関係についてベクトルを用いて表現することを学ぶこと

により,様々な事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばしたい。また，知識の習得が技能の習熟と関連

付けられて身に付き,技能の習熟が知識の習得に裏付けられていることを体感し，学習の成果がより確か

になるとともに，新たな課題解決に数学を活用しようとする態度を育成したい。 

 この単元では，平面上のベクトルについて,その意味,相等,加法,減法及び実数倍について理解させる。

さらに,始点を定めることにより任意の点がベクトルで表現できることや位置ベクトルを活用すること

によって図形に関する事柄について形式的な処理ができるなどの位置ベクトルのよさを理解させ，いろ

いろな平面図形の性質の考察にベクトルを活用できるようにしたい。なお，中学校から移行された三角

形の重心などの図形的な内容は「数学Ａ」で，座標や式を用いて直線や円などの基本的な平面図形の性

質や関数を調べることは「数学Ⅱ」で扱っている。中学校では,空間図形（直線・平面の決定条件,平行,

垂直,空間における図形の移動）,図形の性質（平行四辺形の性質）,相似な図形（相似）,三平方の定理

（ピタゴラスの定理）をすでに履修しているが,苦手な生徒も多く,丁寧に再確認しながら，リメディア

ルの視点に立って定着させていきたいと思う。 

(2) 系統観 
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高校３年 

（本時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単元） 

図形と計量 

（学習指導要領

の指導内容） 

数学Ⅰ 

(2)図形と計量 

 

（単元） 

図形の性質 

（学習指導要領

の指導内容） 

数学Ａ 

(3)図形の性質 

 

（単元） 

図形と方程式 

（学習指導要領

の指導内容） 

数学Ⅱ 

(2)図形と方程

式 

（単元） 

ベクトル 

（学習指導要領

の指導内容） 

数学Ｂ 

(3) ベクトル 

 

(3) 生徒観 

○本クラスは普通科情報コース数学Ｂ選択者であり，男子２人である。 

○今回の授業対象生徒は両名とも１年次より担当している。生徒ひとりひとりの数学に対する意欲や履

修内容の定着度の違いもある程度把握している。このクラスは，授業に取り組む姿勢は真面目である。

しかし，全体的にまだまだ，計算力が弱く，思考力を必要とする問題に対してはじっくり取り組む姿

勢が少し足りないように感じられる。家庭学習の習慣は身に付いていない。授業中はこちらの質問に

対し，何らかの答えを返してくれる。知識や技能において，積み上げを必要とされる分野については,

集中力が継続しないこともある。クラス内での習熟度の差も大きく，自分で問題を解き進んでいく生

徒がいる一方で，解答の方針をこちらが示すまで進められないスローラーナーの生徒もいる。そこで，

わかる授業，求めて学ぶ姿勢を目指し，多くの例をあげ丁寧な指導を心掛けている。また，現在学ん

でいる内容に続く事柄，私が学んだ事，読んだ書籍を通して知ったことなどを話すことで少しでも授

業に対して，興味・感心を引くようにしている。したがって，生徒間で積極的に意見交換して数学の

問題が解決できたことに喜びを感じたり，数学的な見方や考え方に対して積極的に意欲的に興味を示

すような発問を多く取り入れたりして，自らの考えをまとめ表現していくような授業を展開してい

く。  

○11 月現在，2名とも進学希望である。進学先は，四年制私立文系大学及び医療系専門学校である。 

○９月に行った数学に関するアンケートの主な結果は，以下のとおりである。 

 ・数学の勉強が   好き：１００％  好きではない：０％ 

 ・数学の勉強が   得意：５０％  得意ではない：５０％ 

 ・友達と考えを出し合う活動が    好き：５０％  好きではない：５０％ 

 ・数学の授業で，充実しているのは  自分の力だけで答えを考え出すことができたとき：１００％  

（複数回答可）          テストをやって点数がよかったとき：１００％ 

                   やることが分かったとき：１００％ 

 ・数学の授業で，分からないところがあったときは   友達に聞く：１００％ 

  （複数回答可）                  先生に聞く：１００％ 

(4) 指導観 

○ベクトルは，概念がやや抽象的であると同時に，記号による取り扱いが多くなるので，常に具体的な

例での指導を心がける。また，計算は多少面倒だが重要であるから，十分に指導したい。 

○問題を解く過程で利用する図や記号などを，ノートやプリントなどにきちんと残させ，内的思考だけ

では分かりにくい概念を可視化させておく。 

○少人数クラスで普段から時間を共有しているものの，友達と意見を交換することが苦手な生徒がいる。

進学を希望し，卒業後に向けて学びの姿勢を育むために，グループ協議の時間を確保し，自分の意見

を発表したり，他人の意見を聞いてまとめたりすることで，思考力・表現力等を伸ばし，学習内容の

理解を促したい。発言しやすい問題や発問を設定したいと考えている。 
○授業の中で，授業のめあてを明確にし，アクティブ・ラーニングを通して，自力解決（思考の活性化）

と学び合い（主体的・協働的な学び）から，ベクトルについて探究し，解決していく姿勢を醸成して

いきたいと考えている。 
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◇インクルーシブ教育の視点から 

【基礎的環境整備】 

・教室は間違ってもよいところであるという雰囲気をつくる。 

【合理的配慮】 

 （省略） 

 

３ 単元の目標と評価規準 

単元の目標 

 

ベクトルについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数

学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに，それらを活用する態度を育てる。 

関心・意欲・態度 

 

ベクトルに関心をもつとともに，それらを事象の考察に活用して数学的論拠に基

づいて判断しようとする。 

数学的な 

見方や考え方 

 

事象を数学的に考察し表現したり，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考え

たりすることなどを通して，ベクトルにおける数学的な見方や考え方を身に付け

ている。 

数学的な技能 

 

ベクトルにおいて，事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能

を身に付けている。 

知識・理解 

 

ベクトルにおける基本的な概念，原理・法則などを体系的に理解し，知識を身に

付けている。 

 

４ 指導・評価の計画（２時間取扱い 本時２／２） 

次 時 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 

【３つの視点から】 

評価の観点（評価方法） 

Ｂ基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

○具体的な例を通して，平面

上の位置ベクトルの考え方

を導入する。また,ベクトル

の定義を理解する。そして,

内分点，外分点の位置ベク

トルの公式を導き,特に,中

点の位置ベクトルを紹介す

る。さらに,三角形の重心の

具体的な例を用いることで，生徒

に分かりやすくする。 
教科書では，「点Ｏに関する」点

Ｐの位置ベクトル，「点Ｏを基準

の点とする」という表現で用いる

が「点Ｏを始点とする」とは述べ

ていないので注意して指導する。 
任意の点の位置が位置ベクトル

知識・理解①（学習シート） 

・線分の内分点，外分点を位

置ベクトルで表す公式を

理解している。 

・三角形の重心の位置ベクト

ルを表す公式を理解して

いる。 

・ベクトルで表された等式を

【視点１】班別活動を取り入れ，友

達との意見のやりとりを行うこと

で，自分の意見をきちんと述べられ

る力を養うことはもちろんのこと，

他の人の考えを参考にできる力も

養う。また，具体的な例を数多く示

し，自ら経験を積み重ねていくこと

で，自分がこれまでに学んだ図形の

性質や知識がどのようにつながる

かに気付かせる。 

【視点２】頭の中で考え，考えたも

のを，ノートやプリントに書いてま

とめるように促す。プリントに書い

た思考過程を把握して活用するこ

とで，学習の到達度や定着の実態把

握に役立てる。見えにくい学力の可

視化に努め、指導に生かす。 

【視点３】基礎的な知識の習得と

技能の習熟を図り，事象を数学的

に考察し処理する能力の育成とと

もに，それらを活用する態度を育

てる。また，言葉や記号では分か

りづらい概念を，ＩＣＴなどを用

いて，視覚的に表現することで理

解を深める。 

【視点１】学びを引き出す 
豊かなかかわり合いのある 

言語活動 

【視点２】学びを振り返る 
思考過程の可視化と 
学びの振り返り 

【視点３】学びを支える 
学びのＵＤ化と 

効果的なＩＣＴの活用 



- 4 - 
 

 

 

 

第 

 

２ 

 

節 

 

ベ 

 

ク 

 

ト 

 

ル 

 

と 

 

平 

 

面 

 

図 

 

形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置ベクトルを導き出す。 

 

  

 

で定められ，位置ベクトルを用い

て平面図形のいろいろな性質が

証明できることを理解させる。 
外分点というところで分かりに

くさを感じると思われるので図

を用いて丁寧に指導する。 

問題によってどの位置ベクトル

の表示を用いて，どの方針で進め

るべきか選択することが必要で

ある。 

【視点１】内分点，外分点，中点

，重心等を求めるときに，単に公

式にあてはめるのではなく，きち

んと図をかかせる。 

【視点２】ノートやプリントにま

とめた自分の考えを，他者に伝え

，思考の過程の分かるように努め

る。これまでに学習した内容がき

ちんと身に付いているか確認し，

今後の指導に生かす。 

位置ベクトルを用いて証

明できる。 

関心・意欲・態度①（観察） 

・課題に関心を持ち意欲的に

取り組む。 

数学的な技能①（ノート） 

・単に公式にあてはめるので

はなく，作図を利用し解い

ていく方法で表すことが

できる。 

・図形上の頂点に関する位置

ベクトルを定めて，図形を

考察できる。 

 

 

 

 

 

２ 

  

本 

時 

 

 

 

○ベクトルの有用性を認識す

るとともに,事象の考察に

活用できるようにする。 

○「課題学習」として，位置

ベクトルについての様々な

問題に取り組む。 

○課題に取り組む。 

○自力解決（思考の活性化）

と学び合い（主体的・協働

的な学び）のメリハリをつ

け, アクティブ・ラーニン

グを通して，問題に取り組

む。 

 

問題解決に,ベクトルは有力な手

段を与えるが,すべてにわたって

の処理に有効であるというわけ

ではない。ベクトルのどの性質が

どのように使われるかをよく検

討させ,適材適所への利用ができ

るようにさせる。 

体系的な取り扱いに重点をおい

て指導するより,むしろ,直感的

に理解できる内容から始めて,次

第にベクトルの本質に迫り,抽象

的な概念を整理し,体系的な方向

へまとめていく。 

３点の共線条件は,２つの有向線

分が平行で始点（終点）が一致し

ていることであることを理解さ

せる。 

２直線の交点は,ベクトルの分解

の一意性を利用して求めること

を理解させる。 

図形における線分の垂直の証明

には,ベクトルの内積が０である

ことが利用できることを理解さ

せる。 

 

 

数学的な見方や考え方①(学

習シート) 
・交点の位置ベクトルに関す

る基本的な概念に関心を
持ち，それらを事象の考察
に活用しようとしている。 
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【視点１】学び合いの中で自分の

意見を述べたり，他の人の考えを

参考にしたりする場面を設定す

る。 

【視点２】自己評価表を基に，こ

れまでに学習した内容がきちん

と身に付いているか確認し，今後

の指導に生かす。 

【視点３】これまで学習した位置

ベクトルの内容を，どのように活

用しているかに気付かせる。 

※「数学Ａ」の平面図形のメネラ

ウスの定理を利用した考え方も

提示する。 

 

５ 本時の学習 

（１） 目標  

前回学習したベクトルの有用性を確認し，事象の考察に活用できるようにする。平面の上にあ

る線分上の点を,s: (1 − s)に内分する点として処理できるようにする。 

（２） 展開 

過程 学習活動 指導上の留意点及び評価 備考 

導入 
５分 

１ 前時までの復習 
（学習シート：演習） 

(1) 自力解決。 

○まず，一人で考えてみよう。 

○どのような規則性がありましたか。 
○内分の公式を理解していますか。 

(2) 解答解説。（評価） 

○しりとり法から内分の公式の確認 

○なぜそのような解答になったか，きち

んと説明できるように解答までの過

程を残させる（以下の問題も同じ）。 
○自分以外の答案を比較しながらスク

リーンで対比，解答していく。 

実物投

影機 

 

スクリ

ーン 

（ＮＩＥ：新聞記事） 
○身の回りのベクトルについて 

【視点３】ベクトルが，実社会の中で利

用されていることを知ることで,ベクト

ルを学ぶ有用性を感じさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
２ 例１３ 
（授業で予習） 
（交点の位置ベクトル） 

(1) 自力解決。 

○まず，一人で考えてみよう。 

(2) 班で，解答の手順を確認する。 
○班に分かれ，自分の考えを述べよう。 

○友達の考えを書き込もう。 
 

 

 

 

 

【視点１】班内での交流を通して自分の

考えを深めさせる。 

【視点３】答えを導くために使った手順

が，前回学習した内容（内分の公式・し

りとり法）であることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題（めあて）

 
平面上にある線分の交点をベクトルで表現しよう 
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展開 

40分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 発表させる。 
 
 
 
 
 
(4)デジタル教科書を用いて,解説する。 

○前時とのつながりを意識する。 

○いくつ式をたてますか。それは，何故で

しょう。 
○なぜ,頂点側から文字を振り分けていく

のでしょうか。 
○連立方程式の解答は大丈夫ですか。 

 

 

 

 

 

 

デジタ

ル教科

書 

３ 練習３０（st法） 

(1) 自力解決。 

○まず，一人で考えてみよう。 

(2) 班に分かれ，解答の手順を確認する。 
○班に分かれ，自分の考えを述べよう。 

○解けなかった人は，友達の考えをまとめ

よう。 

(3) 発表させる。 

【視点１】班内での交流を通して自分の

考えを深めさせる。 

【視点３】位置ベクトル，内分､st法を

利用することの有用性を感じさせる。 

○解答までの過程をスモールステップ

での繰り返しを意識しながら説明す

る。 

 

４ チャレンジ問題 
（入試問題） 
(1) 自力解決。 

○まず，一人で考えてみよう。 

○答えまでたどり着かなくてもいいから，

自分の考えはきちんと残そう。 

(2) 発表させる。 

○解けなかった人は，友達の考えをまとめ

よう。 

 

【視点１】他人の説明を聞かせることで

自分の考えを深めさせる。 

【視点２】机間指導を行い,学習した内

容がきちんと身に付いているか確認す

る。 

【視点３】本時で学習した事，図を利用

すること，ベクトル表示を行うことの有

用性を感じさせる。 

〈Ｂ基準に達しない生徒への手立て〉 

○個別に既習事項を見直すよう支援する。 

 

 

○st法を利用する有用性を強調する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

５分 

５ 今日の学習で分かったこと,課題をま

とめ自己評価を行う。 
○自己評価をしよう。 

○次回はベクトル方程式を学習します。 

【視点２】振り返りシートを作成するこ

とで自分の考えを深めさせる。 

【視点３】言葉かけなどにより，正確に

自己評価ができるようにする。 

自己評

価表 

 

【言語活動】 
自分の意見を発表したり，他

人の意見を聞いて考えをま

とめたりする。 
 

評価：数学的な見方や考え方（学習
シート） 
Ｂ基準交点の位置ベクトルに関する基本

的な概念に関心を持ち，それらを事象の

考察に活用しようとしている。 
Ａ基準交点の位置ベクトルに関する基本

的な概念に関心を持ち，それらを事象の

考察に活用し，答えを求めている。 

徹底指導（ポイント） 


